自然体験交流センター　活動展開例
	№

Ⅳ-１
	活動名
	ウォークラリー
	対　　象
	小学校
中学年以上
	活動可能人数
	何人でも

	
	
	
	所要時間
	コースによる
	活動場所
	板荷地域内

	準備物
	個　人・学　校
	セ　　ン　　タ　　ー

	
	雨具（天候による）
	コマ図・問題用紙・探検ボード・ゼッケン・指導者用地図
指導者用チェックポイント写真・鉛筆


	活　　動　　内　　容
	時間

（分）
	留　　意　　点

	１　ウォークラリーのねらいや内容を知る。

1 ルールの説明を聞く。（コマ図の見方、順位の決め方等）
2 安全面の注意を聞く。

3 ゼッケンを配布する。（必要に応じて）

4 スタート順を決定する。
· 事前に4人～6人ぐらいまでを目安にグループを作っておく。
· 指導者はチェックポイントの担当者やそのポイントまでの行き方等を事前に決めておき、スムーズに進行できるようにすると良い。
２　グル－プごとにスタートし、コマ図を見ながら問題を解きゴールする。

1 2～5分おきにスタートする。
2 コマ図を見て、問題を解きながら進む。
· コマ図・問題用紙は次ページ以降参照（変更の可能性があるので、実施前に要確認）
· 参加者はコマ図のみでコースを歩き、地図や写真は指導者用資料として用いる。

3 全員がゴールしたら採点し、成績発表をする。
· 成績発表は後に回し、都合のいい時間に行う事も可。


※グループ数が多い場合には、逆回りコース使用可。
	15
コ


ス

に

よ

る
	○グループで互いに協力しあうことを周知させる。

○交通事故に合わないように安全指導する。

○ポイントに立っている指導者は、グループの通過を確認しながら安全面について注意する。


コース紹介（詳しくは次ページ以降の地図等参照）


（１）ハッスルコース


★約120分・小学校中学年以上向き・約6km


・センターから白沢橋を渡り、せせらぎプールや日枝神社などを通って、岩行橋から戻るコース。


（２）アドベンチャーコース


★約210分・小学校高学年以上向き・約11ｋｍ


　・センターから堂坂橋を渡り、薬定寺・天満宮・観音寺・せせらぎプール・白沢観音などを通って戻るコース。


（３）エンジョイコース


★約90分・小学校中学年以上向き・約4ｋｍ


　・センターから三河淵橋を渡り、せせらぎプールや日枝神社などを通って、岩行橋から戻るコース。せせらぎプールからはハッスルコースと同じルート。
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